
平成 30 年度第 4 回理事会議事録  

  

１．日 時：平成 30 年 8 月 25 日（土）10:00～11:45 

２．場 所：青森市民病院 1 階 講堂 

   青森市勝田 1 丁目 14-20  Tel:017-734-2171 

３．出席者：齋藤浩治、石山雄大、三上英子、柴田絵里子、中村智代、吉田泰憲、 

   十文字礼子、番場隆彦、三橋淳治、丸光夫、山本沙織、田代博美、佐々木久 

  欠席者：野坂知加、吉岡治彦、太田孝雄 

 

定款第 5 章第 32 条及び諸規定により、議長に齋藤会長があたり、書記に十文字理事が

指名され、審議が行われた。 

 

【報告事項】 

１）第２回理事会議事録報告 

第３回理事会議事録報告 

資料として配布された「平成 30 年度第２回理事会議事録」「平成 30 年度第 3 回理事

会議事録」に従って齋藤会長より報告があった。 

議事録の内容について了承を求めたところ、出席者全員が異議なく了承された。 

 

２）学術部経過報告 

石山学術部長より開催した研修会、精度管理調査が無事終了したとの報告があった。 

  

３）公益部経過報告 

齋藤会長より以下の報告があった。 

・高校生の心電図検診が終了した。 

 心電計が一部新しいものがあり、電極のつけ間違いによる再検査があったが終了し 

 た。日当の清算のため各施設長に派遣の集計を依頼している。 

 

三上公益部長より以下の報告があった。 

・7 月 25 日 高校生ガイダンス（弘前大学病院） 

 参加者は 100 名に上り、アンケートは集計中である。 

 来年以降は継続したいが、弘前大学病院の負担が大きくなっている。受付の入口が 

 わからなかったり、弘前大学の本校に行った生徒もあった。 

 学校には案内をしているが生徒に周知されていないようであった。日程・案内等検 

 討する必要がある。 

 取材もあり、９月号に掲載の予定。 



 

４）渉外部経過報告 

三上公益部長より特になしとの報告であった。 

 

５）事務局経過報告 

野坂事務局長不在のため、配布資料に基づき齋藤会長より報告があった。 

・青臨技関連経過報告 

・日臨技関連経過報告 

・関連団体経過報告 

・青臨技支部関連経過報告 

 

今後の予定について説明があり、以下の要望があった。 

 9 月 15・16 日 十和田市において認知症対応向上研修会が予定されている。申し込

みの人数が少ないので各施設で参加を促していただきたい。 

 検体採取に関する指定講習会について、来年度、仙台市での開催は 1 回になる。東

北地区で受講が少なく、青森県では三八地区、中弘南黒地区が少ない。免許に付随す

るものなので受講を促していただきたい。 

 

【議題】 

１）青臨技の運営について 

配布資料に基づいて齋藤会長より説明があった。 

・北日本支部医学検査学会について 

  各支部で多くの会員に参加してもらうよう声掛けをお願いしたい。 

・検体採取に関する指定講習会受講促進 

・事務局の負担軽減と事務職員採用の検討について 

 事務員採用について 

 業務局の負担軽減のため、各支部にも共同作業していただきながら、仕事の内  

 容・分担など充分検討して進める必要がある。 

 事務局からの連絡方法について 

  全施設できるだけメールで行いたい。9 月末までに各支部で支部の施設がメール 

 での送信可能か調査していただきたい。郵送が必要な施設には、事務局から各支 

 部へ送られたデータをもとに、各支部から施設へ郵送可能かを含め今年度検討し 

  たい。    

 発行文書や総会議案書の作成について 

  公文書や総会の議案書、県学会の抄録集等、支部の事務局長や部門長の協力を得 

  て共有フォルダなどで編集可能な方法を検討したい。 



 

・施設代表との意見交換 

  各施設の技師長、責任者と青臨技の運営について意見交換を行いたい。 

  9 月末を予定として日程を調整する。 

・スムーズな世代交代にむけて 

  青臨技会長、事務局を持ち回りで進めているが継続していきたい。 

  １チーム２支部（東青と下北支部、三八と上十三支部、中弘南黒と西北五支 

  部）、任期は１期 2 年、2 期ずつの持ち回りを提案する。 

  各支部内での活動も青臨技の運営を見据え人材の育成や確保を考えて運営をお願 

  いしたい。 

 

・学術部門について 

  部門によっては部門長、精度管理委員がなかなか決まらないことがあり、運営方 

  法、部門長の人材確保についても検討が必要である。部門長・副部門長を持ち回 

  りにしてはどうか、部門長に提案する。 

  部門長と支部との連絡を密にしてほしい。 

  精度管理・標準化委員会のメンバーは各部門の精度管理委員とする。 

・精度管理調査（青臨技）について 

  今年度は、北日本医学検査学会のため、10 月に案内し 11 月末発送ではどうか 

  部門長に提案し最終決定とする。 

・倫理委員会について 

  名称は残し、担当を現会長のほか、前会長・前々会長に打診する。 

・法改正への対応について 

  医療法の一部改正施行が 12 月１日になっている。北日本医学検査学会にて、日 

  臨技の滝野専務理事が講演されるので、各施設の精度管理責任者など参加してい 

  ただきたい。 

・青臨技災害対策マニュアル改定 

・都道府県技師会リーダー育成研修会 

  日臨技から開催の要望もあり今年度開催したい。 

・認知症対応能力向上講習会 B への参加依頼 

 

上記の事項について理事に諮ったところ了承された。 

 

２）報告事項 

・地域ニューリーダー育成研修会（日臨技開催） 

 10 月 12～14 日 八戸市立市民病院 須藤氏参加予定 



・自治体病院・診療所研修会（12 月 1 日 アスパム研修室） 

 

３）その他 

石山学術部長より要望があった。 

・11 月予定の北日本医学検査学会について、実務委員を依頼すると思うのでよろしく 

 お願いしたい。予算が厳しいので可能であれば病院出張も検討していただきたい。 

 

上記の事項について理事に諮ったところ了承された。 

議長は以上をもって審議を終了したことを告げた。 

 

 

会長   印 

 

幹事   印 

   印 


